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人工採苗キタムラサキウニの放流

追跡調査について

岡崎謙次・秋元義正・磯上孝太郎

On the Pursuit research of the Released Artificial 

Sea Urchin， Strongylocentrotus nudus. 

Kenji UKAZAKI，Yoshimasa AKIMOTO and Kδtarou 1 SOGAMI 

まえがき

キタムラサキウニの増殖を検討するうえiζおいて，漁場内への資源添加量の多少は，ウニの邑息場

としての餌料条件および地形条件と並んで，主要な課題である。本県では，従来から地先沖合種苗と

県外産種苗の2系統の生殖腺の発達の悪いキタムラサキウニを，生殖巣殖が発達する漁場iζ移殖する

乙と Kより，実質的に漁場の生産向上をはかつている。しかしながら，乙れら移殖用天然種苗を永続

的に確保する乙とに問題がない訳ではない。沖合種苗0)確保には高度ω潜水技術を要し，資源的lζ も
決して安定したものではない。県外産種苗についても，産苗地の諸事情iζより安定供給は極めて困難

であり，多額の経費がかかる。また産苗地において，漁場造成・海中造林等の増殖事業が進めば，種

苗の需要は高まり，本県への供給は今後増々困難となる乙とが予想される。

かかる状況下において， 1971年県水産種苗センターが設置され，本種の人工種苗量産化を目的と

した種苗生産試験が行なわれているolJ著者等は，乙の試験の結果得られた人工種苗を用いて，放流

追跡調査そ実施した。人工種苗と天然キタムラサキウニ令形態的に識別する決め手がなく，追跡調査

の結果も断片的かつ不確かなるのでしかないが，放流場所の選定条件，放流後の生態・成長等lζ関し

て，若干の知見を得たので報告する。

本文tζ先立ち，調査iζ当って協力をいただいた永崎採飽組合員の皆様に謝意を表します。

材料および方法

人工採高キタムラサキウニの採卵年月日・放流年月日・放流場所・放流個数・放流時殻径を表 11(.

示した。

試験放流lζは，県水産種苗センターで 1972年 11月15日および1973年 10月3日1(.採卵し，浮遊

期はキートセロス・グラシリス，変態直後ω稚ウニ期は付着廷藻，その後放流直前までアラメ，ウミ

トラノオ，アオサ，スガ‘モ等0)海藻類と一時期ススキ，スカンポ等の陸上植物を投餌して飼育した人

工採苗キタムラサキウニぞ使用した。
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表1・人工採苗キタムラサキウニの放流個数と穀径

笠盟主旦旦
1972年 11月15日

1973年10月 3日

車並主旦旦
1973年 12月 19日

1974年 6月 4日

11 
11 

// 1974年 8月 3日

永崎船 J留り

図1.放流場所の概要

放流時殻径(棚)

16 ~ 37 平均 28.5

10~22 11 16.0 

11 11 /γ 

11 11 11 

調査地区は，いわき市永崎ω岩礁地帯である。放流

場所は図 11ζ示すように， 8 t 1 :波浪ω影響を蒙らは

い内湾漁場， 8 t 2 :波浪の影響を直接受ける平盤岩礁

域内の穴場， 8 t 3 :波浪の影響を直接受ける平盤岩碓

域内の平坦場， 8 t 4:一般移殖漁場，の 4地点とした

8 t 111:.は 1973 年 12 月 19 日 11:.，殻径 16~37 前日，

平均 28.5nmω もの 445偲体を放流した。 8t 2， 8 t 

l乙は 1974年6月4日にそれぞれ2，500個体を， s t， 

l乙は 1974年8月3日に 3，000個体を放流した。 St 

8t3， 8t411:.放流し Tこ個体の殻径は 10~22肌，平均
16.0 nmで、ある。

放流および追跡調査は，磯歩きおよびアクアラン f

ールドでの調査は，放1潜水11:.よヮて行なった。フィ

場所を中心とする環境条件の観察と，放流後ω種苗〈

分散，移動，生息状況の観察と再捕を行なった。再j

{固体を用いての再放出を行ない、これの追跡調査も行なったoまた、再捕した{自体は実験室に持ちj

h 殻窪，殻高，全重量，生買直線重量等の浪，IJ定を行なった。

結 果

放流場所の環境

1-222iぷ1波浪の影響を蒙ら川開であり，図 211:.-fの概要を示しL 岩盤は比時
平坦であ帆防波媛基部は周囲より若干探くなっており起伽みられる。ぺ14fi5fJJ7
117:L71:'ェユユロ?'ゥ:::;;与LLLLヰニ=諒されに

‘L 

遠藤三
手法事人"'lC.，̂了掃 1 

図2・51.1の概要
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2.放流場所: s t 2 

波浪の影響を直接受ける潮間帯平盤岩礁域の岩堆

上IL人工的に造成された穴場である。穴場の概要は

図3fζ示した。穴場の底面積は 3.4m'で干潮時の水

深は 4000程度である。また，穴場内lζは直径20-

30叩の岩石が数個みられる。岩堆上ではヒジキ，カ

イノリ，フシツナギ，アオサ，マツモ，ウミトラノオ等の

4型海藻の着生があるが，穴場内では海藻類の着生
はほとんど認められず，壁面上部で数本のワカメが

みられた程度である。 1975年7月11日f(_穴場内で

採集した流れ藻はスガモ，アラメ，ツノマタ，ホン

ダワラ，ヒジキ，コモングサ，ハリテネ，ワカメ，

アカパ等であった。

3.放流場所 st3

波浪の影響を直接受ける平盤岩礁域の平坦場であ

りst 21ζ隣接している。放流時Iζ行なった海底地

tb凹 IZ l'令凸匙:'，~ '"齢

図4.st.3付近の海底地形と海藻分布図

7: 7すサ，⑦ 7カハ i ウ ウスハパ" 今ヤ t:/'J

"スカ-t-. 7:  77"  I " 品 1 令 ":'1勺，

型と海藻分布ωライン調査結果を図 4f乙示した。ラインの基点は防波堤基部である。放流地点の平坦

場は，岩肌が露出しており海藻類は着生しておらず一部分f(_漂砂の滞溜が認められた。近辺の岩礁上

ではカヤモノリ，アオサ，アカパ，スガモ，ユナ，ウスパノリ，フクロノリ等0)着生がみられた。

4.放流場所 st 4 

岩礁緑辺部屋下の岩堆Iζ囲まれた水深2mO)一般移殖漁場である。岩堆上部は水深1m程度でアラ

メが群落を形成しており，ワカメ，マクサ，スジウスパ等も着生しているが，底部では石灰藻の着生

が顕著であった。

放流後の分散・移動と生息状況

1 .放流場所 st 1 
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図3.st.2の穴場地形図
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図5.st.1における生息状況

個
教

4年

も月2令日
N ~ 565 

400 

，0日
20日

100 

40日

5日日

20日

100 

)
 

-
m
 :
 

?
却
摩

1
t
1
L
a

臨

』

四

の

E
l
i
-
-
ι
γ
 

:・
戸
i
l
E

仇
U

R
a
'
1
=

一
1

4

8

F

日

t'

J

:

 

月

=

-

1

6

N

E

 

n

u

n

u

 

D

0

 

2

1

 

図6.再放流個体の生息状況
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放流後の生息状況を図 51ζ示した。調査の基点を

防波堤西端から東へ 54mO)地点tζある岩堆の西端と

し，防波堤沿いle西へ順次長さ 2cm，巾 1mO) 2 m' 

を生息面積の単位として，単位面積当りの生息{回数

を示した。 1974年4月16日は，基点から 36mま

での範囲内のキタムラサキウニを剥熊する乙となく

生息個数ぞ当ヮTこ。 1974年4月 24日ILは，基点か

ら防波堤西端までlι生息する全個体を剥離再捕して

算定しに。両日の生息状況を比較すると，分布傾向

はよく対応している。キタムラサキウニの生息個数

の多い場所は，基盤1乙起伏のみられる場所であったo

生息偶数の少ない場所の地形は単調であっTこ。 1974

年4月 24日の総生息個数は 404個体であり，放流

後約4ヶ月目のみかけ上の歩留りは 90・8%であっ

たo 単位面積当りの最高生息密度は85個体/2m
2

で.平均生息密度は 15個体/2m2であった。

1974年4月24日l乙再捕した 404個体l乙，紡波

堤の基点カ、ら東側および防波堤内の岩礁縁辺部で採

集した 161個体を加えて，計 565個体を基点から15

b12{Lmの地点le再放流した。再放流個体の生息状況ω変
化~図 61ζ示したo 再放流日の翌日以放流場所 lé390

個体が生息しており，放流地点から東へ 2-3mまでの範閤iζ90

個体，西へ 2-3mの範囲内le80個体が生息していた o行方不明

の個体は 6個体ωみであったo 1974年6月4日の再放流後41日

目i乙は放流場所lζ119個体が生息しており，放流地点から東へ 2

-5 mO)範圏lζ63個体，西へ 2-5mの範囲内le102個体が生息

していに。約半数の 281個体が行方不明であったが，乙れは1974

年 5月から始められた防波堤内側岩礁域の掘削工事が原因してい

ると考えられる。

なお 当内湾漁場は県外産種苗ω一時的中間蓄養場として利用

されてしるが，人工種苗放糊口乙日息するキタムラサキウ

ニはすべて一般漁場i乙移殖されている o まに，調査期間中は天然

種苗の蓄養は行なわれなかヮTこ。したがって，人工種苗放流前の

当場所ωキタムラサキウニの生息量は0とみなしたが，調査期間

中l乙外部から若干ω天然、ウニが加入しTこ乙とは十分考えられる。

.放流場所.s t 2 
穴場K放流しTこ人工採苗キタムラサキウニの放流直後の行動は

活発で，穴場内の岩の下や壁面隅l乙入り込み， 10数分後tζ水面

上から確認できにのは 20個体程度であった。放流後1時間以内

iζ穴場から外へ出Tこのは 1個体のみであヮTこ。 1975年7月23日

の放流後約 20ヶ月目κ穴場内le也息するウニ類を全数採集した。
そω結果はキタムラサキウニ 624個体，パフンウニ 158個体，エ

4U 
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図7.51.3における分散状況

ゾパフンウニ 3個体，アカウニ 1偲体の計 786個体であった。

3 .放流場所:s t 3 

放流直後の分散状況争図 71ζ示した。平坦場における放流直後の人工採苗キタムラサキウニの分散

は極めて著しく，放流後45分自までILl2%，24時間目まで1L80%，48時間以内1000%が放流場

所から分散した。調査期間中は時化が続き，放流後48時間自の調査時lζは，放流時放流場所から西へ

2.5 rnの地点IL.あヮた直後40佃の岩石が放流場所lζ転がり込んでいた。種苗の分散万向を放流後45

分目までの観察結果からみると，放流地点から東側，西側，南側，北側のl願IL.分散個数が多く，波浪，

潮流影響が考えられる。後日行った漁業者からの聴取調査によると，時化後岩礁縁辺部で放流種苗と

同じサイズωキタムラサキウニを認めたという ζ とであった。分散と幾死は別問題として取り扱う必

要がある。

4.放流場所:st 4 

放流時うねりによる海水流動のため，種苗が海底IL付着するまでの間1[.かなりの分散がみられた。

追跡調査の過程では数量的把握は行なえなかったが，放流場所での生息密度は近辺1[.比べ常Iζ高いよ

うであった。海底への安定と付着後ω移動はあまり大きくなかったと推定される。
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1・s t 1における殻径成長および殻径と庄殖巣の

関iMる19叩 2月13日の放流時と1仰

年;日 18日の放流後約7ヶ月目の殻径組成を図8

2257Tft世;コ;:ヰ
ttfifzz;ぷZ;よぷ九一
外して求めに平均殻径は42・7冊であっTこ。平均殻

径は放流後約7ヶ月で 1・ら倍1[.なつに。

1974年7月18日IC再捕して測定しにキタムラサ

キウニの殻径と主勝重量および殻径と住騨指数

〆1:殖豊重量><10 )の関係z)を図91乙示しに。調

査H蒜乙ムラサキウニ叫殖巣仲間をとおし
て最も肥大する時期である。殻径が大きくなるICつ

指数は2・0以上になり商品価値が高くなる乙とを示

している。人工採苗後約20ヶ月で，殻径が 40酬を

越えた個体は全体0)7711もであり， 45酬を越えTこ個

fftrr;:;;み飼育個体の殻径成長の
Tt4年6月4山川年7月 11日までの測

ー はおよび水槽飼育キタムラサ

TT2LLLLA;oi乙，それぞれの平均殻酔

日正男jt宮川
ぞれ叫均殻径は 1例年8月時点仰いては，水

(同) st.4 
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槽飼育:28胴， s t 2: 26脚， s t 4: 21胴の11頂!L大きかったが，約 11ヶ月経過後の1975年7月時

点では， s t 4: 50棚， s t 2 : 44開，水槽飼育: 42 酬の 11頂となり，平均殻径の大き ~f乙逆転がみら

れている。 st 2とst 4については環境条件およひe生息密度等の放流場所の条件差が殻径成長の差と

なって現われたものと推定される。水槽飼育の群l乙ついては，飼育管理IC不手際があり，正常な成長

を示していないと思われる。

キタムラサキウニの積極的増殖対策として，移殖放流事業が実施されているo8)本県1ζおけるキ

タムラサキウニの漁獲量と移殖量の関係を個数換算にして図lZIL示した。両者の動向は非常Kよく

対応じており，近年の漁獲量の増加は，移殖放流

事業実施の結果による漁獲対象資源、の増加を反映

しているといえる04) しかし，移殖用種苗の確保

が困難となっている現状Iζあっては，資源量をそ

のものの増加を期待しうる増殖対策を検討する必

要がある。その対策の 1つとして，生産種苗によ

るととろの人工採苗キタムラサキウニぞ放流して

人為的に資源、量を増加する ζとが可能であれば，

今後の生産安定につなげる ζ とができるのではな

かろうか。また，人工種苗の追跡調査をとおして

資源の添加経路を推定し，ウニの生態IL適した増

殖対策を検討する乙とができると考えられる。

秋元はキタムラサキウニの小型個体は浅所K多く生息しており，深所では採集されなかったと報告

している05)!il村はエゾパフンウニについて水深別fC殻窪組成を示し，小型個体は浅所K分布し，個

体が大きくなる K従ヮて随時深所i己分布している乙とを報告している。日)7)まに，キタムラサキウニ

については，分布と水深の関係はエゾパフンウニよりは複雑であるが，発育段階によって一定の移動，

分散がみられる ζ とを指摘している。 s)乙れらの報告から，添加資源、群としての稚ウニは成長に伴な

って浅所から深所fC移動するらしいζ とは想像に難くない。しかし，乙の移動が発育段階による個体

群の特性による自動的な移動なのか，波浪等Kより他動的K運搬されるものなのかは明らかに当れて

いない。

今回の調査は，稚ウミニの発生場所が浅所であろうという仮定ωもとに，小型人工採苗キタムラサキ
クニの放流場所を選定した。調査結果は満足できるものではなかったが，当初の予想どおり波浪の影

響を蒙らない内湾漁場でω歩留りは高かったし，一般移殖漁場においても移動は少ないようであった。
一万，波浪の影響を直接受ける平盤岩礁域の平垣場!Lおいては，放流後2日目にして全個体が放流場

所から逸散しTこ。同じ場所でも，転石のある穴場では長期間かなりの{回数が残存していた。種苗の分

散，移動と生残りは別問題であり，今後標識放流等Kよる逸散個体の追跡調査金行なう必要がある。

とりあえず，放流個体を長期間放流場所!Lとどめてお乙うとするならば，波浪の影響をできるだけ蒙

らない場所を放流場所として選定するべきである。しかし，波浪の影響を受ける場所であっても，穴

場や波浪で動かされない岩石のある場所では種苗をとどめておく乙とができるdζ のととは，潮間帯

域fC生息する天然小型ウニが，タイドプールや転石の下fC集中分布している ζとからも裏付けられるo

したがって，浅所fC未利用の平盤岩礁域が広がっているような地区Kおいては'.堀持IJや投石等l乙より，

小型ウニの生育場を造成する ζ とが考えられる。本県のよう fC外洋性の直線的海岸にあっては，浅海
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図12.キタムラサキウニの漁獲量と移殖量
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ア十Tマ努習塾ヂ ??会下

ぅ:T;253itilfZL;;Ltzf??;::41LL11:72

ii; 
け:::L2LA22L2;ご12Lh人工採苗後2年以内で設径4個台I乙成長する乙と同
二二7ZEZ?LZ出212開設LL325iよ:J;J222;弘主
い個体は，餌料条件の良好な生産漁場峨殖すればよ了。?殖しに後IL，再び人工種苗の放流を行な

要 約

l 人工採苗キタムラサキウニを放流し追跡調査を行な11の影響の蒙らない内融、場)st2: 
山富ELZZ;2222::iP12Jふーを直接受付平盤岩礁域内の平蹴，
;tfぷ21T12出うでてなゥニ州側，御影響時く受付場所まTこ海底
??出z:;t:iLL3:ユキウニは，放流後約 1ヶ年制の個体山台i乙成長
::こゆを有効吋Ij用する1:dbf(.，放流場所として闘では漁場造成のJ必要がある乙と，まに深所f(.

放流して沖合移殖用種苗f(.つなげる乙と密検討しTこ。
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